
１ 単元名 小学校 第５学年「割合」 （新興出版社啓林館） 

 

２ 目指す児童の姿 

 

・基準量と比較量を基に、割合の大小の判断ができる。 

・割合を使ってくじの当たりやすさについて考えるために、グラフから必要な数量を読み取り、根拠となる

事柄を明らかにして説明することができる。 

 

３ 指導のポイント 

◇自力解決の時間を十分に確保し、自分の考えをノートに書くようにさせる。 

◇グループ活動では、全員が話す機会をもてるよう、継続して指導しておく。 

◇全体交流の発表はグループ単位で行い、グループのメンバーに説明させる。 

◇子どもの言葉だけで不十分なところがあれば、教師から切り返し、全員で考えさせる。 

◇前時までの学習の足あとを掲示しておく。また、ノートや教科書で既習内容を振り返りながら考える習慣

をつけておく。 

 

４ 指導計画 

時

間 
ねらい・学習活動 

評価規準（評価方法） ※項目内容は欄外参照 

算数への関心・

意欲・態度 
数学的な考え方 

数量や図形につ

いての技能 

数量や図形につい

ての知識・理解 

１ 

 

プレテストなどを通して、本単元

の学習につながる既習事項を確認

する。 

  

 

 

  

 

 

２ 割合の意味を理解し、比較量と基

準量から割合を求めることができ

る。 

・体験教室の希望者の比べ方を考

える。 

・定員に対する希望者の割合を求

める。 

 ◎数量を比べる

ときに、全体を

１とみて部分

の大きさを表

して比べる方

法を考え、説明

している。（ウ、

エ） 

 ◎割合の意味を理

解している。

（イ） 

 

３ 全体と部分、部分と部分の割合を

求めることができる。 

・５年生の人数に対する運動クラ

ブ入部者の割合を求める。 

・運動クラブ入部者に対する文化

クラブ入部者の割合を求める。 

  ◎全体と部分、部

分と部分の関

係を割合を用

いて表すこと

ができる。（ウ） 

 

４ 基準量と割合から、比較量を求め

ることができる。 

・定員１５人に対して０.８倍の希

望者があったときの、希望者の

人数を求める。 

  ◎基準量と割合

から比較量を

求めることが

できる。（ウ） 

○比較量は、基準

量×割合で求め

られることを理

解する。（エ） 



５ 比較量と割合から、基準量を求め

ることができる。 

・入部希望者が定員の1.6倍になる

ときの定員を求める。 

 

 

 ◎基準量を求め

る式を導くの

に、□を用いた

図や式を基に

考え、説明して

いる。（ウ） 

○比較量と割合

から基準量を

求めることが

できる。（エ） 

 

６ 百分率の意味とその表し方を理解

する。 

・「パーセント（％）」「百分率」を

知り、割合を百分率で表したり、

百分率を割合で表したりする。 

◎百分率を用い

ると、割合を

整数で表すこ

とができ分か

りやすいとい

うよさに気付

い て い る 。

（オ） 

  ◎百分率の意味に

ついて理解して

いる。（ウ） 

７ 百分率や歩合で表される場合につ

いて知り、百分率を用いた問題を

解くことができる。 

 

 

 

 

 

○百分率や歩合

が日常生活の

様々な場面に

用いられてい

ることに気付

い て い る 。

（オ） 

 ◎割合を百分率

で表したり、百

分率を割合で

表したりでき

る。また、その

適用問題を解

くことができ

る。（ウ、エ） 

 

８ 前時までの学習内容を用いて、問

題を解くことができる。 

 

 

 

 

 

 

 

  ◎全体と部分、部

分と部分の関

係を割合を用

いて表すこと

ができる。（エ） 

○全体と部分、部

分と部分の関係

を割合を用いて

表すことができ

ることを理解し

ている。（ウ） 

○百分率の意味に

ついて理解して

いる。（エ） 

９ 帯グラフと円グラフの意味を理解

し、それらのグラフを読むことが

できる。 

・グラフの名前、特徴を知る。 

・グラフから部分の割合を読み取

る。 

・部分と部分の割合を読み取る。 

  ◎帯グラフ・円グ

ラフを読み取

ることができ

る。（ウ） 

◎帯グラフ・円グ

ラフの意味を理

解 し て い る 。

（イ） 



10 帯グラフと円グラフをかくことが

できる。 

・表から、割合を求め、グラフに

表す。 

 

 

 

 

○日常の事象を

割合を用いて

考えたり、円

グラフや帯グ

ラフに表した

りしようとし

ている。（ア） 

 ◎帯グラフ・円グ

ラフを用いて

表すことがで

きる。（エ） 

 

11 基準量の何倍に当たるかを考え

て、二つの量の和や差にあたる大

きさを求めることができる。 

・定価の１０％引きの代金を求め

る。 

 

 

 

 

 

 ◎基準量の何倍

に当たるかを

考えて、二つの

量の和や差に

あたる大きさ

を求める方法

について説明

している。（ウ、

エ） 

  

12 全体を１として、割合の積を考え

て問題の解決ができる。 

・定価から１０％引きにし、さら

に２０％引きにしたときの代金

を求める。 

 

 ◎関係図などを

かき、解き方を

考え、説明して

いる。（ウ、エ） 

  

13 割合のグラフを用いて、資料の特

徴を調べることができる。 

・資料について、みらいさんの言

っていることは正しいか、その

理由について説明する。 

 

 

 

 

 

 ◎必要な情報を

選択し、正しい

かどうか説明

をしている。

（ウ） 

○目的に応じて

表やグラフを

選び、活用して

いる。（エ） 

  

14 

 

本

時 

グラフを見て、基準量と比較量の

大小関係に着目して割合の大小を

判断することができる。 

・２等が出やすいのはどの店かを

考える。 

 ◎資料の全体と

部分、部分と部

分の関係につ

いて、割合をも

とにした表し

方を考え、説明

している。（ウ、

エ） 

 

  



15 単元末のたしかめの問題を解く。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 ○資料の全体と

部分、部分と部

分の関係につ

いて、割合をも

とにした表し

方を考えてい

る。（エ、カ） 

○全体と部分、部

分と部分の関

係を割合を用

いて表すこと

ができる。（イ） 

○全体と部分、部

分と部分の関係

を割合を用いて

表すことができ

ることを理解し

ている。（エ） 

○百分率の意味に

ついて理解して

いる。（イ） 

 

 （評価方法） 

  ア：学習活動の様子の観察 

  イ：問題解決の状況の観察 

  ウ：話し合ったり発表したりする様子の観察 

  エ：ノート、ワークシートによる個人解決や練習問題の解決状況の分析 

  オ：ノート、ワークシートによる振り返りの記述の分析 

  カ：ペーパーテストの記述の分析 

 

５ 指導の例 

（１）本時の目標 

・グラフを見て、基準量（くじ全体の数）と比較量（２等の数）の大小関係に着目して割合の大小を判断

することができる。 

 

（２）指導過程                             ※ 内は評価の観点を示す。 

学習活動と発問 指導上の留意点と評価 

１ 「Ａ店とＢ店では、どちらが当たりやすいでしょう

か」クイズをする 

① 当たりのくじの数…Ａ店（４／１０） 

         Ｂ店（６／１０） 

② 当たりのくじの数…Ａ店（５／１０） 

         Ｂ店（５／１５） 

 

２ Ａ、Ｂ、Ｃ各店のくじの全体数と当たりの本数が示

された棒グラフから、分かることを考える。 

 

 

・Ａ店とＢ店は、くじ全体の数が同じ。 

・Ａ店とＣ店は、当たりくじの数が同じ。 

・Ｂ店は、はずれの数が多い。 

・Ｃ店は、くじの数が一番多い。 

 

 

 

・Ａ店、Ｂ店のそれぞれのくじの全体数と当たりの本数が

示された棒グラフを提示する。 

・結論だけを言ったときには、なぜそのように考えたのか、

根拠をたずねる。 

・「くじ引きの当たりやすさについて考えよう」が本時のめ

あてであることを知らせ、板書し、ノートに書かせる。 

 

・黒板に示したグラフと同じものを子どもに配り、ノート

に貼らせる。 

 

 

・箇条書きでできるだけたくさん書くようにさせる。 

・発表の時には、グラフのどの部分から分かるのか黒板で

指し示したり、具体的な数値を挙げたりしながら発表さ

せる。 

 

 

 

くじ引きの中身を表す棒グラフを見て、分かったことや気付いたことをノートに書きましょう。 



３ ２等の景品がほしいとき、どの店でくじ引きをすれ

ばよいかを考える。 

 

 

・２等の景品を当てるには、どの店でくじ引きをすれば

よいか考え、グループごとに発表する。 

 

 

○Ａ店でくじ引きをすると良いと判断した理由 

・Ａ店とＣ店は見た目ではＣ店のような気がする。 

・Ａ店は２等以外のくじが５５本あり、Ｃ店は７０本あ

るから、Ａ店の方が当たりやすい気がする。 

・Ａ店とＢ店では２等のくじの本数を比べればＡ店の方

が当たりやすい。 

・何本に 1 本、２等のくじがあるか計算する。 

  Ａ店 ８０÷２５＝３.２ 

→３.２本に１本当たる。 

  Ｃ店 １００÷３０＝３.３  

→３.３本に１本当たる。 

・２等のくじの割合を計算する。 

  Ａ店 ２５÷８０＝０.３１２５･･･ 

→３１.２５％ 

  Ｃ店 ３０÷１００＝０.３０ 

→３０％ 

 

○Ｃ店でくじ引きをするとよいと判断した理由 

・Ｂ店の２等のくじの本数を基準にして、下のグラフの

ように考えると、Ｃ店の方が当たりやすいことが分か

る。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

４．本時の学習をふりかえる。 

・グラフではっきり分からないことも数値（割合）で表

せばはっきりする。 

・計算する前に、グラフから判断して解決できる場合も

あった。 

 

 

 

 

考 基準量と比較量の大小関係に着目して割合の大小か

ら、２等の景品を当てようと思うと、どの店でくじ引き

をすればよいか説明することができる。（話し合ったり発

表したりする様子の観察、ノート、ワークシートによる

個人解決の状況の分析） 

 

・比較量だけで判断している誤答を取り上げる。 

・課題解決は、個人→グループ交流→全体交流という形で

進める。 

・グループ交流では、考えたことを互いに説明させる。相

手に伝わりやすい説明になるように修正することと、正

答かどうか判断できない考えも全体交流で発表するよう

に告げる。 

・困っている児童には、グラフを見て一番多い部分に目を

向けさせたり、全体と部分の量に着目させたりする。 

・机間指導で児童の考えを把握しておき、言葉、式、表な

ど違う方法で説明したものを取り上げる。 

・Ａ店とＢ店は基準量が同じため、比較量で当たりやすさ

が比べられたことを再確認する。 

・Ｂ店とＣ店は基準量、比較量ともに異なるため、割合の

大小で判断することを確認する。 

・全体の数が違う場合、単純に個数だけでは比べられない

ことから、はっきりと比べられる割合の考えが生かされ

ていることを確認する。 

・Ａ店とＢ店を比べるときのように、割合を計算しなくて

も判断できる場合があることを確認する。 

２等の商品を当てようと思うと、どの店でくじ引きをすればよいでしょうか。 



 


